第３学年x組　数学科　学習指導案

１　単元名　「平方根」

２　単元について

（1） 生徒観

　　　　男子１５名，女子１５名の計３０名のクラスである。基本的な問題なら難なく解ける生徒が大多数を占めるが，中には発展的な問題になると手が止まってしまう生徒も見受けられる。　　

式の計算の単元が終わり，本時より新しい単元「平方根」に入るが，発言機会や作業時間を多く取り入れた活気のある授業にしていくことで「平方根」が持つ不思議な数の世界に生徒を導いていきたい。

（2） 単元観　

　　　今までは縦の辺と横の辺が与えてあり、その四角形の面積を求めていた。しかし、その四角形が正方形の場合、面積から一辺の長さを求めることも出来るはずである。実生活の中には、例えば「面積が
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である正方形の一辺の長さはいくらか」のように、有理数では表すことができない量が存在している。そこで、この量を表す新しい数の概念「平方根」が必要になる。

　　　「平方根」とはχ ２＝ａ（ａ＞０）を成り立たせるχの値をａの平方根といい，χを記号√（ルート）を用いて√a及び－√a と表す。√ は新しい数を表す記号であり，これを用いるとこれまで十分表し得なかった数を簡潔・明瞭に表現することができる。
この単元では，正の数の平方根について理解し，それを用いることができるようにすることが目標である。特に、数の平方根の必要性と意味を理解すること。数の平方根を含む簡単な式の計算ができることが重要である。
（3） 指導観

　　　　中学校第１学年では，数を正の数と負の数にまで拡張して，数の概念についての理解を深めてきた。正の数と負の数を用いることによって，数量などの関係や法則を一般的にかつ簡潔に表現し，物事をいままでよりも広く考察することができるようになってきている。第２学年では，文字を用いた式の計算も，数と同じように基本的な法則に従って加減乗除ができることを理解し，数量の関係を一般的に考察し，処理する能力を伸ばしてきている。第３学年では以上の既習のことを踏まえて、平方根という新たな数の概念を教えて行きたい。具体的には最初に面積が整数の２乗であるものをとりあげる。例えば面積が４
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となる正方形の一辺の長さはいくつかと、誰でも答えられる問題から入り、そしてから先ほど述べた面積が
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となる正方形の一辺の長さはいくらかという問題を出し、平方根という概念をよりいっそう身近なものとして伝えていきたい。

３　目標

（１）数の平方根の必要性と意味を積極的に理解しようとする。　【関心・意欲・態度】

（２）平方根を用いてこれまでに十分表し得なかった数を簡潔・明瞭に表現しようとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【表現・処理】　　　　　　　　　

（３）根号のついた数を含んだ数の大小関係を明らかにし， 不等号を使って表すことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【表現・処理】
（4） 数の平方根を含む四則計算ができるようにする。　　　　　　　　【表現・処理】
（5） 平方根の大小関係を明らかにするために分母の有理化を理解させる。

【表現・処理】

【数学的な考え方】

４　指導計画（８時間扱い）

· 平方根の導入、記号の説明　　　　　　　　　　　１時間　　（本時）

· 平方根の大小の比較、近似値について　　　　　　１時間

· 平方根の積、商の求め方　　　　　　　　　　　　１時間

· 平方根の和、差の求め方　　　　　　　　　　　　１時間

· 平方根の四則演算　　　　　　　　　　　　　　　１時間

· 平方根の分母の有理化　　　　　　　　　　　　　１時間

· 平方根の応用　　　　　　　　　　　　　　　　　２時間

５　本時の授業

（１）目標

· 平方根という新しい概念を生徒たちに理解させる。　　　　　　　　【知識・理解】

· √の記号の意味と読み方の定着をはかる。　　　　　　　　　　　　【知識・理解】

（2） 授業展開

	過程
	生徒の学習活動
	指導上の留意点
	評価の観点

	導入

(15分)
	・素数、素因数分解について復習する。
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…とできることを復習する。

・正方形の性質について答える

・求めさせる答え…

「4辺がすべて等しい」

「4角がすべて等しい」

四角形。
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・巻物を使って素数を復習させる。

・ここで一番小さい素数が２であることを再認識させつつ生徒の興味をひきつける

・ここで正方形の面積が一辺の長さの２乗という意見が出てくれば利用し、出てこなければ教師が導く。

正方形の面積

　＝
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	・知識の定着とこれからの「平方根」の単元の基本的知識の復習

・しっかりと正方形の性質が身についているかを確認する。

【知識・理解】

	展開

(25分)
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・すぐに一辺が4cmの正方形を作ると予想できる。
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・ヒントによって正解の正方形を作り出す。


・作らせた正方形の一辺の長さを実際に測る。

・測った長さを２乗しても２にならないことに気づく。


・かなり具体的な数字が出てくると予想される。


・「２乗してaになる数が存在する。」と気づく。
	・今まで辺の長さから面積を求めていたが、逆に面積から一辺の長さを求めさせる

・始めは生徒が取り組みやすいように面積を整数の2乗にしておく。

・はさみの扱い方には十分注意させる。

・問）を発問する。
・問を出して

正方形の面積

　＝
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を定着させる。

・復習した素因数分解を関連付けさせる。

・面積が整数の2乗でないものを発問する。

・ヒントを出す。

・生徒が出した数字では２乗しても8にはならないことを実際に黒板で計算してみせる。

・「２乗して8になる数が存在する。」ことを教えまとめる。

・問の面積が8
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だったが、a
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だったらどうかと生徒に問う。

・「２乗してaになる数が存在する。」と生徒に気づかせる。
	・生徒が授業に参加しているか。

【関心・意欲・態度】

・これまでの知識とこれから学ぶ分野の関連付けができるか。

【知識・理解】

【数学的な考え方】

＊生徒が困惑すると予想される

・どのような答えになるのか予想することができるか。

【関心・意欲・態度】

【数学的な考え方】

・どのようになるのかと考えることができるか。

【関心・意欲・態度】

【数学的な考え方】

・平方根、ルートという概念・表現ができるかを見る。　　

【表現・処理】



	まとめ

(10分)
	・「２乗してaになる数が存在する。」これをaの平方根ということを理解する。
	・授業の最後に平方根とはなにかを説明する。

・記号　√　の読み方の確認と中に数字が入ったときの読み方の確認をさせる。　
	・平方根の概念、記号　√　の読み方が理解できているか。

【知識・理解】

【表現・処理】


� EMBED Equation.3  ���





� EMBED Equation.3  ���





問）面積が16� EMBED Equation.3  ���となる正方形を作りなさい。





問）面積が8� EMBED Equation.3  ���となる正方形を作りなさい。





・２乗して8になる数を� EMBED Equation.3  ���と表す。


・記号　√　をルートと読む。


・よって、� EMBED Equation.3  ���をルート8と読む。





問）２乗して8になる数はいくつか？





問）作った正方形の一辺は何cmか？
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